
知多半島医療圏保健医療計画の見直しについて 

 
１ はじめに 

○ 医療法第30条の3に基づき厚生労働大臣が定める「医療提供体制の確保に関す

る基本方針」（以下「基本方針」という。）の一部改正（平成24年3月22日厚生

労働省告示第146号）、「医療計画作成指針」の全面改正（平成24年3月30日付け

厚生労働省医政局長通知）が行われ、以下の点について新たに医療計画に盛り込

むこととされたところである。 

 

【主な改正内容】 

・精神疾患の医療連携体制に求められる機能の明示 

・「災害医療等のあり方に関する検討会報告書」を踏まえた災害時の医療体制 

の見直し 

・在宅医療の医療連携体制に求められる機能の明示 

・5疾病・5事業(*)及び在宅医療のそれぞれに係る地域の医療提供体制の現状 

 把握、課題抽出、目標設定、施策の明示、達成状況等の調査・分析・評価 

(*)5疾病：がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病、精神疾患 

5事業：救急医療、災害時における医療、へき地医療、周産期医療、小児医療 

 

○ これを受け、本県においては、平成23年3月に公示した愛知県地域保健医療計

画（以下「県計画」という。）を見直し、平成25年3月に新たな県計画を公示し

た。 

○ この新たな県計画を基本に、地域の実情を踏まえて、「知多半島医療圏保健医

療計画」（以下「医療圏計画」という。）の見直しを行う。 

○ 計画期間は、県計画と終期を同じにするため、平成26年度から平成29年度

までの4年間である。 

 

２ 作成項目 

別紙１「知多半島医療圏保健医療計画の作成項目について」のとおり 

 

３    作成手順 

（１）医療圏計画策定部会 

 医療圏計画の「素案」及び「最終案」を検討するため、圏域保健医療福祉推進

会議及び策定部会を開催する。 

   当医療圏においては、策定部会の委員、１０人（裏面参照）選出し、これまで、

3回の策定部会を開催した。 

（２）作成の流れ 

別紙２「見直しのスケージュールについて」のとおり 
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知多半島医療圏保健医療計画策定部会委員名簿 

 

 

職    名 氏  名 

半田市医師会長 杉田 市朗 

半田歯科医師会長 畑中 雅之 

知多薬剤師会長 榊原 瑞輝 

大府病院長 岡田 寿夫 

半田市立半田病院長 中根 藤七 

厚生連知多厚生病院長 宮本 忠壽 

西知多医療厚生組合 

医療監(新病院統括責任者) 
浅野 昌彦 

半田市福祉部長 笠井 厚伸 

大府市健康文化部長 久野 幸信 

武豊町厚生部長 鈴木 政司 

 



 

知多半島医療圏保健医療計画の作成項目について

【現　行　計　画】 【新　計　画】

中項目 小項目 中項目 小項目

第１節　地勢 第１節　地勢

第２節　交通 第２節　交通

第３節　人口及び人口動態 第３節　人口及び人口動態

第４節　保健・医療施設 第４節　保健・医療施設

第１節　がん対策 第１節　がん対策

第２節　脳卒中対策 第２節　脳卒中対策

第３節　急性心筋梗塞対策 第３節　急性心筋梗塞対策

第４節　糖尿病対策 第４節　糖尿病対策

（新規） 第５節　精神保健医療対策

第６節　歯科保健医療対策

第１節　救急医療対策 第３章　救急医療対策

第２節　災害保健医療対策 第４章　災害医療対策

第４章　周産期医療対策 第５章　周産期医療対策

第５章　小児医療対策 第６章　小児医療対策

第８章　病診連携等推進対策 第９章　病診連携等推進対策

第９章　高齢者保健医療福祉対策 第１０章　高齢者保健医療福祉対策

第１０章　歯科保健医療対策

第１節　薬局の機能推進対策 第１節　薬局の機能推進対策

第２節　医薬分業の推進対策 第２節　医薬分業の推進対策

第１２章　健康危機管理対策 第１２章　健康危機管理対策

第６章　離島保健医療対策 第７章　離島保健医療対策

第８章　在宅医療対策

第１１章　薬
局の機能強化
等推進対策

第２章　機能
を考慮した医
療提供施設の
整備目標

目　　　　　次 目　　　　　次

第１章　地域
の概況

第１章　地域の概況

第１１章　薬局の機能強
化等推進対策

第２章　機能を考慮した
医療提供施設の整備目標

第７章　在宅医療の提供体制の整備の推進対策

第３章　救急医療対
策・災害保健医療対策

 

別紙１



 

 

別紙２


